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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 16,288 ― 6 ― 48 ― △61 ―

20年3月期第3四半期 17,297 1.4 676 △21.3 694 △29.5 373 △33.9

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 △5.81 ―

20年3月期第3四半期 35.24 35.19

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 29,123 24,070 82.7 2,271.15
20年3月期 29,484 24,573 83.3 2,319.36

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  24,070百万円 20年3月期  24,573百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 18.00 ― 18.00 36.00
21年3月期 ― 18.00 ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 18.00 36.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 27,000 0.1 1,262 △32.1 1,310 △30.5 670 △38.7 63.22

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は，４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は，４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。 
実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
※ 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第１２号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針
第１４号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  10,903,240株 20年3月期  10,903,240株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  304,964株 20年3月期  308,444株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  10,597,608株 20年3月期第3四半期  10,592,365株
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【定性的情報・財務諸表等】 

※定性的情報における「前年同期比増減率」につきましては、参考として記載しております。 

 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、サブプライムローン問題を発端とした世界的な金融

危機による株価の下落、急激な円高等の影響により、企業の設備投資や個人消費が減少し、景気の減速に

より厳しさを増しました。 

間仕切業界におきましても、原材料価格の高騰、販売価格競争の激化、民間企業の設備投資意欲の減衰

による需要の減少等、経営環境の厳しさが一段と増しております。 

このような情勢の中、当社グループは営業拠点を新設（八王子、滋賀）し、販売力の増強を図るととも

に、新規開拓専任者を増員配置し、新規優良顧客の開拓に一層邁進し、受注獲得に取り組んで参りました

結果、当第３四半期累計期間では受注高は前年同期比２．８％増加、同受注残高は１７．３％増加となり

ました。しかしながら、昨年秋口以降の予想を超える急激な経済状況の悪化により、先行きに対する警戒

感から市場の需要減退の影響が大きく、当第３四半期連結累計期間の売上高につきましては前年同期比５．８％

減少し１６２億８８百万円となりました。 

品目別売上高では、トイレブースが前年同期比１１．３％の増加となり、受注残高につきましても前年

同期比１５．０％増加と順調に推移しましたが、それ以外の品目につきましては、前述の市場の需要減退

の影響から、可動間仕切が前年同期比８．１％減少、固定間仕切は前年同期比７．１％の減少、移動間仕

切は前年同期比１２．１％減少、ロー間仕切は前年同期比９．１％減少となっております。しかしながら、

固定間仕切、移動間仕切につきましては受注残高が大きな伸びを示しており、今後工期が集中する第４

四半期に売上高の増加を見込んでおります。 

利益面につきましては、利益率の改善、コストダウンや経費節減に努めましたが、売上高の減少、原材

料価格の高騰、販売競争激化等による売上総利益率の低下により、営業利益６百万円、経常利益４８百万円、

四半期純損失６１百万円となりました。 

当第３四半期連結累計期間の品目別の売上高、受注高、受注残高は次のとおりであります。 

 

１） 品目別売上高明細 
（単位：百万円） 

当第３四半期連結累計期間 

（自 平成２０年 ４月 １日） 

（至 平成２０年１２月３１日） 

   期 別 

 

 

  品 目 
金  額 前年同期比（％） 

可 動 間 仕 切 ５，７５８ ９１．９ 

固 定 間 仕 切 ４，１７０ ９２．９ 

ト イ レ ブ ー ス ３，１８５ １１１．３ 

移 動 間 仕 切 １，８４４ ８７．９ 

ロ ー 間 仕 切 ６２６ ９０．９ 

そ の 他 ７０３ ７８．９ 

合 計 １６，２８８ ９４．２ 
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２） 品目別受注高及び受注残高 
（単位：百万円） 

当第３四半期連結累計期間 

（自 平成２０年 ４月 １日） 

（至 平成２０年１２月３１日） 

受 注 高 受 注 残 高 

    期 別 

 

 

 

 品 目 金  額 
前年同期比

（％） 
金  額 

前年同期比

（％） 

可動間仕切 ６，０６０ ８９．７ ２，１６２ ９３．５

固定間仕切 ７，３３９ １１８．８ ６，９６４ １２７．４

トイレブース ４，１４７ １０６．９ ２，４９１ １１５．０

移動間仕切 ２，６３１ ９８．７ ２，２９１ １２０．０

ロー間仕切 ６１４ ８９．１ ７８ ９３．０

そ の 他 ７２６ ９４．０ ２１７ １２８．２

合   計 ２１，５２０ １０２．８ １４，２０６ １１７．３

 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末における資産総額は２９１億２３百万円となり、前連結会計年度末に比

べて３億６０百万円の減少となりました。 

資産の部では、流動資産は１７６億１１百万円となり、前連結会計年度末と比較して２億１１百万円の

減少となりました。これは主に、現金及び預金の増加６億５９百万円、未成工事の増加１５億９２百万円

及び受取手形及び売掛金の減少２８億５５百万円等によるものであります。 

固定資産は１１５億１１百万円となり、前連結会計年度末に比較して１億４９百万円の減少となりまし

た。これは主に減価償却を実施したことによる減少であります。 

負債の部では流動負債は３６億９２百万円となり前連結会計年度末と比べて２８百万円増加しました。

これは主に、賞与引当金３億９４百万円の減少、買掛金２億２７百万円の減少、未払法人税等 

１億５８百万円の減少及び「その他」に表示しております前受金の増加７億７９百万円等によるものであ

ります。固定負債は退職給付引当金の増加１億１百万円等により、１３億６０百万円となり前連結会計年

度末と比べて１億１３百万円増加しました。 

純資産の部は、利益剰余金４億４４百万円の減少等から２４０億７０百万円となり前連結会計年度末と

比べて５億２百万円減少しました。以上の結果、自己資本比率は８２．７％となりました。 

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、

２５億１９百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億４０百万円の減少となりました。なお、当第３四

半期連結累計期間における連結キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。 

（営業活動におけるキャッシュ・フロー） 

営業活動により増加した資金は、１２億９７百万円となりました。これは主に、売上債権の減少額

２８億３５百万円、減価償却費４億１百万円等による増加と、棚卸資産の増加額１６億１３百万円、法

人税等の支払額６億２百万円、仕入債務の減少額２億２７百万円等による減少であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は、１１億６０百万円となりました。これは主に、定期預金の払戻と預

入に伴う純支出９億円、有形、無形の固定資産の取得による支出が３億６百万円等によるものであります。 
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（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は、３億７７百万円となりました。これは主に、配当金の支払額が   

３億８１百万円及び自己株式の売却による収入が４百万円あったこと等を反映したものであります。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

経営環境等を勘案し、通期の業績予想の見直しを行い、平成２０年１０月１４日発表の予想を修正いた

しました。詳細は平成２１年１月１９日公表の「平成２１年３月期業績予想の修正に関するお知らせ」を

ご参照下さい。 

 

４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

 該当事項はありません。 

 

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと

認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

②たな卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算定に関しては、実地たな卸を省略し、前連結会計年度末の

実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

 

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第１２号）及び「四半期財務諸

表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第１４号）を適用しております。また、「四半

期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

②たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更 

通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として個別法による原価法によっておりま

したが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成

１８年７月５日）が適用されたことに伴い、主として個別法による原価法（貸借対照表価額については

収益性の低下に基づく薄価切下げの方法）により算定しております。この変更による当第３四半期連結

累計期間の損益に与える影響額は軽微であります。 
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末 
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,219 6,559

受取手形及び売掛金 5,955 8,811

製品 112 123

原材料 202 238

仕掛品 179 113

未成工事 3,170 1,578

その他 807 448

貸倒引当金 △37 △50

流動資産合計 17,611 17,823

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 5,421 5,361

土地 3,636 3,667

その他 3,559 3,647

減価償却累計額 △5,695 △5,497

有形固定資産合計 6,921 7,179

無形固定資産 337 290

投資その他の資産   

保険積立金 3,103 2,995

その他 1,245 1,271

貸倒引当金 △95 △76

投資その他の資産合計 4,252 4,190

固定資産合計 11,511 11,660

資産合計 29,123 29,484

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,339 1,567

未払法人税等 8 167

賞与引当金 297 691

その他 2,048 1,238

流動負債合計 3,692 3,664

固定負債   

退職給付引当金 1,005 904

役員退職慰労引当金 338 332

その他 15 10

固定負債合計 1,360 1,246

負債合計 5,052 4,910
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末 
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,099 3,099

資本剰余金 3,031 3,031

利益剰余金 18,407 18,851

自己株式 △461 △466

株主資本合計 24,077 24,516

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △7 56

評価・換算差額等合計 △7 56

純資産合計 24,070 24,573

負債純資産合計 29,123 29,484
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 16,288 

売上原価 11,352 

売上総利益 4,936 

販売費及び一般管理費 4,929 

営業利益 6 

営業外収益  

受取利息 25 

受取配当金 6 

その他 26 

営業外収益合計 58 

営業外費用  

売上割引 16 

営業外費用合計 16 

経常利益 48 

特別利益  

固定資産売却益 7 

特別利益合計 7 

特別損失  

固定資産除売却損 12 

特別損失合計 12 

税金等調整前四半期純利益 43 

法人税、住民税及び事業税 142 

法人税等調整額 △37 

法人税等合計 105 

四半期純損失（△） △61 
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：百万円)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 43 

減価償却費 401 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6 

受取利息及び受取配当金 △32 

売上債権の増減額（△は増加） 2,835 

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,613 

仕入債務の増減額（△は減少） △227 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 101 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6 

その他 342 

小計 1,863 

利息及び配当金の受取額 36 

法人税等の支払額 △602 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,297 

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △4,200 

定期預金の払戻による収入 3,300 

有形固定資産の取得による支出 △173 

有形固定資産の売却による収入 39 

無形固定資産の取得による支出 △133 

投資有価証券の売却による収入 10 

その他 △3 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,160 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

自己株式の取得による支出 △0 

自己株式の売却による収入 4 

配当金の支払額 △381 

財務活動によるキャッシュ・フロー △377 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △240 

現金及び現金同等物の期首残高 2,759 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,519 
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第１２号）及び「四半期

財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第１４号）を適用しております。ま

た、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 

 

（４）継続企業の前提に関する注記 
 該当事項はありません。 

 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 
 該当事項はありません。 
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【参考資料】 

前四半期に係る財務諸表等 
（１） 四半期連結損益計算書 

（単位：百万円） 

 
前第３四半期連結会計期間 

（自 平成 19 年 4 月 1 日） 

（至 平成 19 年 12 月 31 日） 

区 分 金  額 

Ⅰ 売上高 17,297 

Ⅱ 売上原価 11,815 

売上総利益 5,481 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 4,805 

営業利益 676 

Ⅳ 営業外収益 37 

1.受取利息 18 

2.受取配当金 6 

3.受取保険金 0 

4.その他 12 

Ⅴ 営業外費用 19 

1.売上割引 17 

2.その他 2 

経常利益 694 

Ⅵ 特別利益 0 

Ⅶ 特別損失 4 

1.固定資産売却損 0 

2.固定資産除却損 3 

3.ゴルフ会員権評価損 1 

税金等調整前四半期純利益 691 

法人税、住民税及び事業税 122 

法人税等調整額 195 

四半期純利益 373 
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（２）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
（単位：百万円） 

期    別 

 

項    目 

前第３四半期連結会計期間 
（自 平成 19 年 4 月 1 日 

（至 平成 19 年 12 月 31 日） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 691 

減価償却費 368 

貸倒引当金の増減額（△：減少） 39 

受取利息及び配当金 △25 

売上債権の増減額（△：増加） 2,792 

たな卸資産の増減額（△：増加） △1,523 

仕入債務の増減額（△：減少） △336 

未払金の増減額（△：減少） 44 

前受金の増減額（△：減少） 613 

退職給付引当金の増減額（△：減少） 96 

役員退職慰労引当金の増減額（△：減少） △314 

その他（純額） △663  

小  計 1,780 

利息及び配当金の受取額 30 

法人税等の支払額 △1,404 

営業活動によるキャッシュ・フロー 407 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △3,300 

定期預金の払戻による収入 3,300 

有形固定資産の取得による支出 △1,234 

有形固定資産の売却による収入 0 

無形固定資産の取得による支出 △78 

投資有価証券の取得による支出 △0 

その他（純額） △15 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,327 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー  

自己株式の取得による支出 △0 

自己株式の売却による収入 6 

配当金の支払額 △381 

財務活動によるキャッシュ・フロー △374 

Ⅳ 現金及び現金同等物の増減額 △1,294 

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 3,638 

Ⅵ 現金及び現金同等物の四半期末残高 2,343 

 

 

以上 
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